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令和７年度北上市市政座談会 

～きたかみまちづくりトーク「ＷＡになって話そう」～in 岩崎 

報告書 

日 時  令和７年10月29日（水） 午後６時から７時30分まで 

場 所  岩崎地区交流センター 

参加者  地域参加者：28名 

     市出席者 ：14名  ※他事務局等７名 

グループトークテーマ 

①：地域と学校の連携～地域の大人が子どもたちにできること、学校と一緒に取り組めることを考えよう～ 

②：クマ・獣害対策～安全に暮らすために地域でできること～ 

③：岩崎らしい暮らしとは？～自然・人・文化が共に生きる暮らしをどう守り・次世代に伝えるか～ 

④：「自治会のこれから」～若い世代にどうつなげるか、自分たちにできる一歩を考えよう～ 

---------------------------------------------------------------------------- 

①グループ 

・子どもたちのために取組んでいることについて、学習ボランティアをしている、ソフト

ボールを通じて地域とのつながりをつくっている、民俗芸能を子どもたちに教えること

で関りをもっている、などの取組が具体的な事例と一緒に紹介され、大人と子どもが関

われる第三の居場所が地域全体で作れていることが、とても良いという話があった。 

・岩崎地区は３つの小学校区が元々あり、それぞれで子どもの数や関わり方、活動等に差

があるように感じるという意見があった。今の子どもたちには一つの地区であるため、

スポーツも民俗芸能も旧来の区分にこだわらず、子どもたちのために活動していくこと

を大切にしたいという思いが共有された。 

・学校との距離感を感じているという意見があり、子どもたちのために学校、地域、家庭

が連携して何かを作り上げていけたら良いという意見があった。 

 

②-1グループ 

・地域でできる対策として、餌になるものを外に放置しない、外部からキャンプなどに来

る人たちに対して、餌を置かないでほしいと伝えていく、地域内でグループをつくって

声がけを行う、冬場に向けた防衛体制をしっかり考える、警戒活動を行い、子どもたち

の通学に注意を払う、交流センターでのクマスプレーの貸し出しなどの意見が出た。 

・森林の伐採や川・道路沿いの整備、猟友会への支援、クマ専門職員の配置、ドローンで

の探索や威嚇など、クマを寄せ付けない、駆除する取組を考えてほしいという意見がで

た。また、狩猟免許は、講習会費用などは一部補助があると聞くが、本来、狩猟は趣味

の世界なので、銃などには補助金が出ないと認識しているという話もあった。 

・市出席者からは、駆除に係る現在の体制や発砲に係る条件、クマの習性の変化など、ク

マの駆除についての現状も説明された。 
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②-2グループ 

・クマが身近な存在になっていることについて、子どもたちの通学を心配している、身を

守るためクマスプレーなどを家族みんなで携帯している、先日自宅の庭で襲われそうに

なった、市で貸し出している罠も在庫が無い状態だった、観光や集客にもダメージが出

ていると聞く、などの意見があった。 

・クマに関する情報提供と情報共有について、広く市民に知らせてほしい、分かりやすく

伝えてほしいという意見や、個人でできることは限られているので、駆除についての具

体的な対策をしてほしいという意見が出された。 

・クマの対策については、行政でしか行えない駆除に関するハード面の対策も必要だが、

地域内で孤立状態をつくらないことや、つながりをつくることも情報の伝わり方が違っ

てくるので大切だと思うという意見もあった。 

 

③グループ 

・それぞれの思う岩崎らしさについて、地域資源のクオリティが非常に高いと感じる、外

部からの人でも気軽に受け入れてくれる雰囲気がある、子どもたちを地域で育ててもら

ったなと思える環境がある、地域行事がとても盛んに行われている、鬼剣舞などの民俗

芸が大切にされている、などの意見が出された。岩崎、煤孫、新田それぞれの特徴を活

かしながら岩崎全体の特徴としていくことを考えたいという話もあった。 

・地域の良いところを探すことで、人口減少や交通環境などの課題解決にもつながるので

はないかという意見があった。 

・地域の良さを伝えることで、岩崎に住みたい、戻ってきたい、暮らしたいと若い人たち

に思ってもらいたいという意見も多くあり、岩崎の良いところをみんなで探していきた

いという思いが共有された。 

 

④グループ 

・自治会について、担い手不足、自分の仕事や家庭を優先してしまう現状がある、他の団

体と自治会をつなぎたいがどうすれば良いか分からない、自治会費が負担になっている

世帯もある、担い手を育てる声掛けをしてこなかった、などの意見があった。自治会問

題について、地域と市が一緒に抱える共通の課題だと捉えているという話も出た。 

・自分たちでできることについて、相手に遠慮しすぎず声がけをする、男性女性関係なく

力を借りる、できる範囲で関わってもらえる形を探す、交流センターに相談して一緒に

考えてもらえる体制づくり、世代を超えた交流の場づくりなどの意見が出された。 

・今までのやり方に固執せず、その時の状況に合わせてやり方を考えていくことが大切だ

という意見もあり、自分たちだけで何とかしようとするのではなく、市や地域づくり組

織に相談し、支援を活用していく必要もあるという感想があった。 
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グループトークの様子 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

岩崎地区の皆さま 

たくさんのご参加ありがとうございました 


